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後
深
草
天
皇
建
長
元
巳
酉
年（
１

２
４
９
）、安
房
郡
司
安
西
孫
八
郎
が

由
緒

当
国
四
郡
の
男
女
崇
拝
宮
と
し
て
伊
勢
大
御
神
を
こ
の

地
に
遷
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

【
神
社
行
事
】

・
三
月
第
一
日
曜
日…

・
八
月
一
日
・
二
日…

・
八
月
お
盆
前
後…

…

・
十
月…

…
…
…
…
…

・
十
二
月
第
一
日
曜…

・
年
末
年
始…

…
…
…

御
日
待
（
お
ひ
ま
ち
）

春
の
祈
祷
、
祭
典
を
行
う

館
山
地
区
祭
礼

二
日
間
に
わ
た
る
盆
踊
り
。
や
ぐ

ら
を
囲
ん
で
延
べ
五
百
名
位
参
加

し
、
現
並
木
区
長
が
制
作
し
た
「
さ

な
ぐ
ら
音
頭
」
を
揃
い
の
袢
纏
を

着
て
踊
り
を
披
露
す
る
。

里
見
祭
り

餅
つ
き
大
会　

（
除
夜
祭
）
神
明
神
社
の
お
守
り
、

お
札
を
販
売
。
ま
た
神
輿
の
披
露

も
行
う
。

神
明
神
社

祭礼日の上真倉神明神社

地区の人々が一丸となって祭礼を行う 昔の文化を残した豆しぼりの手拭い

地区の隅々まで神輿を担ぎ込む

館山神社境内にて威勢のいい揉み差しを繰り返す

　

上
真
倉
の
祭
礼
は
例
年
八
月
一
日「
館
山

の
ま
つ
り
」に
神
輿
を
出
祭
し
ま
す
。昔
の

祭
礼
は
八
月
一
日
・
二
日
・
三
日
と
三
日
間

行
わ
れ
、広
い
上
真
倉
地
区
の
全
て
の
お
宅

を
神
輿
が
ま
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。ま
た

昭
和
三
十
年
代
頃
ま
で
は
、「
お
浜
出
」に
て

海
に
も
入
っ
て
い
た
と
い
う
、本
当
に
神
輿

を
担
ぐ
こ
と
が
好
き
な
方
が
多
い
地
区
で
、

現
在
の
二
日
間
の
祭
礼
で
約
三
〇
キ
ロ
も

の
長
い
距
離
を
担
い
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
神
輿
好
き
な
地
区
で
特
に
自
慢

で
き
る
こ
と
は
、「
祭
礼
を
休
ん
だ
事
が
な

い
」と
い
う
こ
と
で
す
。戦
時
中
に
も
お
神
輿

祭
神
天
照
皇
大
神
、素
戔
鳴
命
、高
皇
産
霊
尊

自
慢
の
祭

を
担
い
だ
と
い
う
写
真
が

神
社
集
会
場
に
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

上
真
倉
に
は「
共
和
会
」

（
52
歳
ま
で
の
青
年
約
50

名
）、「
眞
和
会
」（
59
歳
ま
で

の
40
名
）、「
長
寿
会
」（
60
歳

以
上
の
50
名
）の
三
つ
の
組

織
が
あ
り
、昔
か
ら
共
和
会
を
中
心
と
し
て
祭
礼

を
運
営
し
、様
々
な
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。祭
礼

衣
裳
は
白
丁
に
黒
足
袋
、そ
れ
と
昔
の
文
化
を
残

し
た
豆
絞
り
の
手
拭
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
に
神
輿
の
手
入
の
仕
方
や
担
ぎ

方
を
伝
え
な
が
ら
、上
真
倉
の
自
慢
と
誇
り
で

あ
る
白
く
美
し
く
輝
く
白
木
の
神
輿
を
自
慢
の

祭
り
と
と
も
に
次
代
へ
継
承
し
て
行
き
ま
す
。神事が執り行われている館山神社境内の神輿と城山

祭
り
の
起
源　
大
正
三
年
、旧
館

山
町（
現
在
の
青
柳
、上
真
倉
、新

井
、下
町
、仲
町
、上
町
、楠
見
、上

須
賀
地
区
）と
、旧
豊
津
村（
現
在

の
沼
、柏
崎
、宮
城
、笠
名
、大
賀

地
区
）が
合
併
し
館
山
町
に
な
っ

た
の
を
き
っ
か
け
に
、大
正
七
年

よ
り
毎
年
十
三
地
区
十
一
社
が

八
月
一
日
・
二
日
の
祭
礼
を
合
同

で
執
り
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
の
後
、大
正
十
二
年
の
関

東
大
震
災
に
よ
り
、諏
訪
神
社

（
下
社
）、諏
訪
神
社（
上
社
）、厳

島
神
社
、八
坂
神
社
の
四
社

が
倒
壊
し
た
た
め
、協
議
に

よ
り
四
社
の
合
祀
を
決
め
、

昭
和
七
年
に
館
山
神
社
と
し

て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
館
山
十
三
地
区
八

社
と
し
て
、神
輿
七
基
、曳
舟

二
基
、山
車
四
基
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
か
ら
出
祭
し
て
い

ま
す
。愛
称「
た
て
や
ま
ん
ま

ち
」と
し
て
、城
下
の
人
々
に

よ
っ
て
伝
え
続
け
ら
れ
て
き

た
〝
心
の
ま
つ
り
〞
で
す
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、地
域
の
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
文
献
・
史
料
か
ら
の
情
報
を
加
え
て
編
集
し
て
い
ま
す
。内

容
等
に
つ
き
ま
し
て
ご
指
摘
や
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
連
絡
い
た
だ
き
、ご
教
示
賜
り
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


